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研究成果の概要（和文）：小学4年生・中学1年生における情報機器利用時間と血清コルチゾールの疫学資料を収集した
。小学4年生481名（男240名、女241名）、中学1年生556名（男281名、女275名）が回答した。平均血清コルチゾール値
(μg/dl)(SD)は8.5(3.0)であった。女の血清コルチゾール値は男より有意に高かった。中学1年生の血清コルチゾール
値は小学4年生よりも有意に高かった。血清コルチゾール値は、就寝時刻、携帯電話の使用時間との関連が示唆された
。

研究成果の概要（英文）：We gathered epidemiological data on information device usage times and serum 
cortisol levels in fourth year elementary school students and first year middle school students. Our 
questionnaire-based survey was answered by 481 fourth year elementary school students (240 boys and 241 
girls) and 556 first year middle school students (281 boys and 275 girls). The mean (± standard 
deviation) serum cortisol level was 8.5 (± 3.0) μg/dL. Serum cortisol levels were found to be 
significantly higher in girls than in boys. Moreover, the serum cortisol levels of first year middle 
school students were significantly higher than those of fourth year elementary school students. Our 
findings suggested that serum cortisol levels are associated with bedtime and cellular phone usage time.

研究分野： 疫学

キーワード： 学校保健

  ２版



1.研究当初の背景 

我々は幼稚園児、小学生、中学生における

起床気分と情報機器利用時間のとの関連性を

明らかにするために疫学研究を実施した。平

成 20 年 10 月に島根県出雲市第一中学校区の

幼稚園児（261 名）、小学生（1,162 名）、中

学生（652 名）、合計 2,075 名を対象に自記

式質問票による調査を実施した。2,030 名の

児童が回答した（回答率 97.8%）。起床気分

が悪いと回答するオッズ比（95%信頼区間）は

2 時 間 以 上 の テ レ ビ 視 聴 時 間 で

OR=1.51(95%CI=1.23-1.85)、30 分以上のビデ

オ ゲ － ム 使 用 時 間 で

OR=1.50(95%CI=1.20-1.87)、30 分以上のパソ

コン利用時間で OR=1.35 (95%CI=1.04-1.75)

であった。幼稚園児から中学生に至るまで情

報機器利用が起床気分に影響があることを明

らかにした。この結果に基づき、我々は情報

機器利用に関するガイドラインを作成した。

(文献 1) 

 

2.研究の目的 

本研究は、島根県出雲市立第一中学校区の

小学校 4 年生、中学校 1 年生を対象に情報機

器利用と生体内ストレス指標との関連を横断

研究により解明する。生体内ストレス指標は

血清中のコルチゾール、Asymmetric Dimethyl 

arginine(ADMA)等を測定する。本研究は、島

根大学医学部医の倫理委員会の承認を得てい

る。 

 

 

3.研究の方法 

(1) 平成 24 年から平成 26 年の 3 年間に、小

学 4 年生・中学 1 年生における情報機器利用

時間と血清コルチゾールの疫学資料を収集し

た。自己記入式質問票より、性、学年、起床

気分、就寝時刻、睡眠時間、携帯電話使用時

間、パソコン使用時間の情報を収集した。血

清コルチゾールは質問票調査と同時期、午前

8 時の空腹時に測定した。血清コルチゾール

と情報機器使用時間との関連を平均値の差の

検定、性学年を調整した重回帰分析(P for 

trend)により検討した。 

(2) 平成 24 年度の小学 4年生・中学 1年生に

おける情報機器利用時間と Arginine(μ 

mol/l)/ADMA(μmol/l)比の疫学資料を収集し

た。自己記入式質問票より、性、学年、就寝

時刻、携帯電話使用時間の情報を収集した。

Arginine/ADMA 比は質問票調査と同時期、午

前 8 時の空腹時に測定した。Arginine/ADMA

比と情報機器使用時間との関連を平均値の差

の検定、性学年を調整した重回帰分析(P for 

trend)により検討した。 

 

4.研究成果 

(1) 小・中学生における情報機器使用時間と

血清コルチゾールとの関連を検討した。1037

名（小学 4年生 481 名（男 240 名、女 241 名）、

中学 1年生 556 名（男 281 名、女 275 名））が

回答した。回収率は 92.1%であった。質問票

に回答した 1037 名のうち 1035 名の血清コル

チゾール値を測定した。平均血清コルチゾー

ル値(μg/dl)(SD)は 8.5(3.0)であった。性別

には、男の平均血清コルチゾール値は(μ 

g/dl)(SD)は 8.2(2.7)、女は 8.9(3.2)で女の

方 が 男 よ り 有 意 に 高 い (P<0.01,P for 

trend<0.01)。年齢別には、小学 4年生の平均



血清コルチゾール値(μg/dl)(SD)は8.1(2.8)、

中学 1年生は 8.9(3.1)で中学 1年生の方が小

学 4 年生よりも有意に高い(P<0.01,P for 

trend<0.01)。起床気分が悪い者は、起床気分

が良い者に比べ血清コルチゾール値が有意に

高かった(P for trend<0.01)。睡眠時間が 8

時間未満の者は、8 時間以上の者に比べ血清

コルチゾール値が有意に高かった(P<0.01)。

就寝時刻が午後 11 時以降の者は、午後 11 時

以前の者と比べ血清コルチゾール値が有意に

高かった(P<0.01,P for trend<0.01)。携帯電

話の使用時間が 30 分以上の者の血清コルチ

ゾール値は、30 分未満の者に比べ有意に高か

った(P<0.01,P for trend<0.01)。パソコン使

用時間が 30 分以上の者の血清コルチゾール

値は、30 分未満の者に比べ有意に高かった

(P<0.01)。小・中学生において血清コルチゾ

ール値と就寝時刻、携帯電話使用時間との関

連が示唆された。 

 

(2) 小・中学生における情報機器使用時間と

Arginine/ADMA 比との関連を検討した。306 名

（小学 4年生 148 名、中学 1年生 158 名）、（男

159 名、女 147 名））が回答した。平均

Arginine/ADMA 比(SD)は 147.5(88.8)であっ

た。性別には、男の Arginine/ADMA 比(SD)は

148.3(36.8)、女は 146.6(41.0)で著しい違い

は認められなかった。年齢別には、小学 4 年

生 の 平 均 Arginine/ADMA 比 (SD) は

131.0(29.0)、中学 1年生は 162.9(40.0)で中

学 1 年生の方が小学 4 年生よりも有意に高い

(P<0.01,P for trend<0.01)。就寝時刻が午後

11 時以降の者は、午後 11 時以前の者の

Arginine/ADMA 比と比べ有意に高かった

(P<0.01)。携帯電話の使用時間が 30 分以上の

者の Arginine/ADMA 比は、30 分未満の者に比

べ有意に高かった(P<0.01,P for trend<0.01)。

小・中学生において携帯電話の使用時間が長

くなるに従って、Arginine/ADMA 比が高くな

る傾向が認められた。 
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